
  

 

  

 

 

1学期を終えて ～子どもたちの成長と夏への期待～ 

 校 長  尾田 洋子 

 

４月７日に令和８年度がスタートして３カ月半がたち、１学期が終了します。子供達全員が無事

に１学期を終え、夏休みを迎えられることを大変うれしく思います。これもひとえに保護者の皆様

のご理解とご協力のおかげであり、深く感謝いたします。 

１学期中、子供達は様々な学習や行事に意欲的に取り組んできました。一つ一つを挙げればきり

がありませんが、どの活動においても自分なりのめあてをしっかりともち、活動を通して成長を実

感しながら力をつけてきました。 

さて、いよいよ子どもたちが待ちに待った夏休みが始まります。終業式では、「『力』はだれもが

もっている、その『力』を発揮するかどうかは、環境の変化への向き合い方と自分の気持ち次第で

ある」という話をしました。今年の夏休みは４４日間あります。子供達にとって、夏休みは楽しみ

な期間であると同時に、学校に通わない生活となり、自由に使える時間も増えるなど、大きく環境

が変わる期間でもあります。その中で、自分がやりたいことや取り組むべきことにどれだけの「力」

を発揮できるのかは自分自身にかかっています。夏休みが、「チャレンジするとき」「さらにレベル

アップするとき」となってほしいと願っています。研究や感想文などの課題はもちろんのこと、夏

休みにしかできないことを自ら決めて挑戦していてはいかがでしょうか。夏休み明けに、子供達の

努力の成果を楽しみにしています。 

また、昨年同様、厳しい暑さが予想されています。熱中症には十分気を付けながら、規則正しい

生活を心掛け、健康第一でお過ごしください。９月１日には、子供達全員が元気な姿で登校してく

れることを願っています。 

最後になりますが、４月以来、保護者の皆様、地域の皆様には、登校時の見守り、下校時の防犯

パトロール、そして学校ボランティア、ゲストティーチャーなど、多方面にわたり力強いご支援を

いただきました。おかげさまで、無事に１学期を終えることができましたことに、心より感謝申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光・風・音のある学校 自ら学び、心豊かで、たくましく生きる金津っ子の育成 

かなづ 夏休み号 
令和 8年 7月 17日 

7月 8日（水）に、やまんばさんによる読み

聞かせがありました。詩「かたつむり」や絵

本「もっと大きなたいほうを」のほか、「長い

もの」をテーマに、「へび」「かみなりさまの

ふんどし」の語りをしてくださいました。子

供達は、お話の世界に引き込まれ、想像を膨

らませながら心豊かなひとときを過ごしま

した。 
6月 23日（水）に、人権擁護委員の方々をお招きし、

人権教室を行いました。詩の朗読や紙芝居「ずっと友

達でいたいから」を通して、自分自身も友達も大切に

すること、そして「いじめ」は決してしてはいけない

ことについて学びました。また、人権の花植え集会で

は、高学年の児童が低学年の児童に優しく植え方を教

える様子が見られました。金津っ子の思いやりの心は

育っています。 



 


